
４ 改訂委員等からの主な意見

（１）ＩＣＴ活用はあくまでも手段であり、活用すること自体が目的
となるものではない。これまでの教育実践と掛け合わせて授業の
中でいかに効果的に活用するかという視点が重要である。

（２）「ひなたの学び」の実現に向け、ＩＣＴを活用した授業改善や
小・中・高等学校の継続した情報活用能力の育成の必要性につい
て、現場の教員が分かるように明示する必要がある。

（３）学校現場で情報モラル教育を効果的に進めるための取組の充実
が必要である。

（４）各家庭での利活用に差が出ないよう、保護者への情報発信は重
要である。

（５）単独の指標だけで成果は判断できない。教育振興基本計画等の
他指標と重ねながら総合的に見ていくことが必要である。

５ スケジュール

Ｒ５．12月 常任委員会に報告 （検討状況について）
Ｒ６. ２月 定例教育委員会に報告 （改訂案について）
Ｒ６．３月 常任委員会に報告 （改訂案について）

１ 現行プランの概要
（１）性格

１人１台端末の整備などＧＩＧＡスクール構想の実現の動き
等を踏まえ、本県における教育の情報化を推進するための具体
的な取組事項を整理したものである。

（２）計画の期間 令和３年から令和６年までの４年間
（３）基本目標

自分に合った学び、仲間とともに深める学び、創造性を発揮できる
新しい「みやざきの学び」の実現

（４）推進項目
① 情報活用能力の育成
② 教科指導におけるＩＣＴ活用の推進
③ 校務の情報化の推進
④ 新しい教育様式の確立

２ 改訂の理由等
新たに策定した「宮崎県教育振興基本計画」に掲げる教育情報

化施策のさらなる推進を目指し、次の視点により改訂する。

（１）国の学校教育情報化推進計画及び宮崎県教育振興基本計画
（Ｒ５.６策定）を踏まえた改訂

（２）現状を踏まえた具体的取組の見直し
（３）目標指標の見直し

３ 改訂の経緯
学校関係者、保護者代表、学識経験者等10名で構成する改訂委

員会を設置し、合計３回の改訂委員会を開催し、幅広い意見を聴
きながら進めた。

第１回改訂委員会（令和５年８月31日）
第２回改訂委員会（令和５年10月26日）
第３回改訂委員会（令和５年12月19日）

⑴ 宮崎県「教育の情報化」推進プランの改訂について 教育政策課

※ 宮崎県教育振興基本計画

施策６ 教育の情報化の推進
１ ＩＣＴを活用した児童生徒の資質・能力の育成
２ 教職員のＩＣＴの活用指導力の向上
３ ＩＣＴを活用するための環境の整備
４ ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善

その他②



宮崎県教育の情報化推進プランの構成（改訂案）
計画期間 令和6年度から令和9年度までの4年間

基本目標

推進項目

取組

具体的取組

１ ICTを活用した児童生徒
の資質・能力の育成

２ 教職員のICTの活用指導
力の向上

３ ICTを活用するための
環境の整備

４ ICT推進体制の整備と
校務の改善

ひ とりひとりが問いをもち、な かまとなって学び合い、た かめよう深く考える力

ICTを活用した「ひなたの学び」の実現

(1) ＩＣＴの強みを最大限に生かした
授業改善

①ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の一体的な充実

②遠隔教育システムの活用を通した授業
の充実

③ＩＣＴを活用した小・中・高12年間を
通じた情報活用能力の育成

(2) プログラミング教育の充実

①プログラミング的思考を育む学習活動
の充実

②高校「情報Ⅰ」等における各学校の実
態に即したプログラミング教育の充実

③プログラミング教育に関するコンテン
ツの充実と活用推進

(3) 情報モラル教育の充実

①ＧＩＧＡワークブックみやざきの活用
推進

②情報モラル教育に関するコンテンツの
充実と活用推進

(1) 情報セキュリティ対策の推進

①県立学校教育情報セキュリティポリ
シーの改正

②市町村教育委員会への教育情報セキュ
リティポリシーに関する支援

③関係規定の整備状況等の確認・助言

(2)ネットワーク環境の充実とＩＣＴ機器
やコンピュータ教室の整備

①１人１台端末の着実な更新
②ネットワーク回線調査の実施
③フルクラウド化を想定した検討・準備
④新たな学びに対応したコンピュータ教
室の再整備の検討

(3) 家庭学習におけるＩＣＴ活用の推進

①家庭学習における１人１台端末の活用
推進

②保護者向けの情報発信

(4) 教育データの利活用の推進

①ＩＣＴを活用した教育データ利活用の
研究

(1) 学校現場を支える推進体制の整備

①県内推進体制の構築
②学校間連携推進体制の構築
③ＧＩＧＡスクール運営支援体制の構築
④校内推進体制の支援

(2) 統合型校務支援システムの活用・
改善による校務の情報化の推進

①業務を支援するツールを活用した効率化
の推進

②次期校務支援システムへの移行
③校務における生成ＡＩの活用推進

(1) 授業における実践事例や指導教
材の共有

①授業におけるＩＣＴ活用の実践研究
②県内全教職員の情報共有に向けた共通
ポータルサイトの活用

③共通ドメインのアカウントの配付・活
用推進

④授業における生成ＡＩの活用に関する
研究

(2) ＩＣＴの活用に関する研修の充実

①管理職向けの研修の充実
②ＩＣＴ教育担当者向け研修の充実
③教職員のニーズ等に応じた研修の充実
④プログラミング教育や情報モラル教育
に関する研修の充実

本県における教育の情報化の推進に係る
留意すべき視点
１ 児童生徒の力を育む手段としてのＩＣ

Ｔ活用
２ ベストミックスを生み出すＩＣＴ活用
３ 令和の日本型学校教育の実現に向けた

ＩＣＴ活用



改訂案現行プラン


